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１２／３０９９ 紫草を 草と別く別く 伏す鹿の 野は異にして 心は同じ
【原文】紫草乎 草跡別々 伏鹿之 野者殊異為而 心者同
次に、先行研究の概要を知るために、代表的な万葉集注釈書に掲載されている現代語訳と注釈を出版年
の新しいものから順に掲載する。記載形式をそろえるため内容に影響を与えない範囲内で順序や記号表記
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の おもたか ぶ だ































１０／２１５３ 秋萩の 咲きたる野辺は さ雄鹿そ 露を分けつつ（露乎別乍） 妻問ひしける
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４．お わ り に
本論文では、これまで単独の歌としてのみ解釈が行われ、内容が難解で解釈が定まらなかった万葉集３０９９
番歌について再検討を行い、この歌の直前と直後にある歌がいずれも「憤り」の気持ちを詠んだ歌である
ことに着目し、３０９９番歌もまた「憤り」の気持ちを詠んだものであろうと見当をつけて解釈を試みた。そ
の結果、歌の意味（比喩）がある程度明確に理解できるようになった。歌の内容からして、おそらく恋愛
に関する女性の「憤り」を詠んだ歌だと推測されるが、具体的な内容については未詳で、ただ憶測に頼る
しかない。本論文で示したような解釈がはたして妥当なものであるかどうか、多くの方々のご批判をあお
ぎたい。
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